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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 5,748 △9.0 △390 ― △418 ― △414 ―
22年3月期第3四半期 6,316 △6.0 △369 ― △400 ― △418 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 △52.82 ―
22年3月期第3四半期 △53.33 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 9,374 1,407 14.9 179.26
22年3月期 10,675 2,012 18.9 256.44

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  1,398百万円 22年3月期  2,012百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 3.00 3.00
23年3月期 ― 0.00 ―
23年3月期 

（予想）
3.00 3.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 12,000 △0.5 100 2.3 60 △3.6 40 80.4 5.10



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に
対する四半期レビュー手続きを実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想に関する事項等については、[添付資料]Ｐ．３「連結業績予想に関する定性的
情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.３「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 7,850,000株 22年3月期  7,850,000株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  1,110株 22年3月期  1,110株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 7,848,890株 22年3月期3Q 7,848,890株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、一部には回復の兆しが見られるものの、全体的な回復には至

らず、円高・株安等の影響もあり先行き不透明な状況で推移いたしました。 

 また、当社グループと関係が深い建設業界におきましては、依然、建設投資の縮小と競争激化の中で、引き続き

厳しい受注環境で推移いたしました。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の受注高は78億40百万円（前年同四半期比1.8％減）、売上高は57億48百

万円（同9.0％減）、繰越高は54億48百万円（同5.5％増）となりました。利益につきましては、営業損失3億90百

万円（前年同四半期 営業損失3億69百万円）、経常損失4億18百万円（同 経常損失4億円）、四半期純損失4億14

百万円（同 四半期純損失4億18百万円）となりました。 

なお、当社の売上高は通常の営業形態として、第４四半期に完成する工事の割合が大きいため、四半期の業績に

季節的変動があります。 

  

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。 

ア．建築事業 

建築事業においては、民間建築投資の縮小と競争激化等、厳しい受注環境で推移いたしました。この結果、受

注高は37億88百万円（前年同四半期比4.5％減）、売上高は、29億87百万円（同10.3％減）となりました。繰越

高は、32億81百万円（同43.3％増）となりました。営業損失は、87百万円となりました。 

イ．土木緑地事業 

土木緑地事業においては、官庁工事及び民間工事の縮小と競争激化等、厳しい受注環境で推移いたしました。

この結果、受注高は21億65百万円（前年同四半期比0.6％減）、売上高は、13億79百万円（同2.1％増）となりま

した。繰越高は、14億78百万円（同33.2％減）となりました。営業利益は、28百万円となりました。 

ウ．環境関連事業 

環境関連事業においては、受注高は13億10百万円（前年同四半期比10.3％増）、売上高は8億4百万円（同

18.1％減）、繰越高は6億88百万円（同4.3％増）となりました。営業利益は、10百万円となりました。 

エ．不動産事業 

受注高は70百万円（前年同四半期比54.7％減）、売上高は70百万円（同54.7％減）となりました。営業利益

は、2百万円となりました。 

 エ．その他事業 

受注高及び売上高は、5億5百万円（前年同四半期比2.1％増）となりました。営業利益は、1百万円となりまし

た。 

   

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

  当第３四半期連結会計期間末の総資産は93億74百万円となり、前連結会計年度末に比べ13億1百万円減少いたしま

した。主な要因は、現金預金の増加6億71百万円、未成工事支出金の増加7億43百万円等に対し、受取手形・完成工

事未収入金等の減少29億12百万円等によるものであります。 

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は79億67百万円となり、前連結会計年度末に比べ6億95百万円減少いたし

ました。主な要因は、未成工事受入金の増加9億99百万円、１年内返済予定の長期借入金の増加1億65百万円、長期

借入金の増加5億45百万円等に対し、支払手形・工事未払金等の減少17億53百万円、短期借入金の減少7億25百万円

等によるものであります。 

当第３四半期連結会計期間末の純資産の部は14億7百万円となり、前連結会計年度末に比べ6億5百万円減少いたし

ました。主な要因は、利益剰余金の減少4億37百万円、その他有価証券評価差額金の減少1億76百万円等によるもの

であります。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（キャッシュ・フローの状況） 

当第３四半期連結累計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前連結会計年度末に比

べ6億73百万円増加し、15億68百万円（前年同四半期比47.3％増）となりました。 

  当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果得られた資金は、7億44百万円（前年同四半期 1億37百万円の使用）となりました。これは主

に、税金等調整前四半期純損失4億11百万円、賞与引当金の減少額1億20百万円、たな卸資産の増加額6億99百万円、

その他の流動資産の増加額4億18百万円、仕入債務の減少額17億72百万円等の資金の減少がありましたが、売上債権

の減少額29億13百万円、未成工事受入金の増加9億99百万円、その他流動負債の増加額2億83百万円等の資金の増加

があったことによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は、30百万円（前年同四半期 16百万円の使用）となりました。これは主に、子会

社株式の売却による収入21百万円の資金の増加がありましたが、投資有価証券の取得による支出17百万円、有形固

定資産の取得による支出28百万円等の資金の減少があったことによるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果使用した資金は、40百万円（前年同四半期 53百万円の獲得）となりました。これは主に、長期

借入による収入11億40百万円の資金の増加がありましたが、短期借入金の純減少額7億25百万円、長期借入金の返済

による支出4億28百万円、配当金の支払額23百万円等の資金の減少があったことによるものであります。 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 今後のわが国経済は、景気の先行きは依然として不透明であり、当社及び当社グループを取り巻く事業環境も引

き続き厳しい状況であることが予想されますが、現時点では、平成22年11月８日に公表いたしました業績予想のか

ら変更はありません。 

  なお、業績予想につきましては、本資料の発表日において入手可能な情報に基づいて判断したものであり、実際

の業績は今後様々な要因によって予想値と異なる場合があります。  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

   

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

税金費用については、当第３四半期連結累計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。   

   

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

① 資産除去債務に関する会計基準の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成20年３月31日) 

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日) を適用して

おります。 

なお、これによる当第３四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失に与える影響

は軽微であります。 

  

②「連結財務諸表に関する会計基準」の適用 

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号 平成20年12月26日)に基づく「財務諸表等の用語、様 

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成21年３月24日 内閣府令第５号)の適用により、 

当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目で表示しております。 

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。 

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 1,634,124 962,868

受取手形・完成工事未収入金等 1,433,121 4,345,454

販売用不動産 891,626 944,030

未成工事支出金 866,374 122,728

繰延税金資産 94,413 93,987

その他 642,376 226,453

貸倒引当金 △11,302 △14,710

流動資産合計 5,550,735 6,680,811

固定資産   

有形固定資産   

建物・構築物 1,240,557 1,222,972

機械、運搬具及び工具器具備品 707,781 688,986

土地 1,687,248 1,687,558

リース資産 23,568 15,600

建設仮勘定 100 －

減価償却累計額 △1,244,113 △1,206,751

有形固定資産計 2,415,141 2,408,366

無形固定資産   

のれん 15,275 22,505

その他 21,483 24,845

無形固定資産計 36,759 47,350

投資その他の資産   

投資有価証券 1,047,373 1,218,114

リース債権 169,539 173,343

その他 187,574 180,889

貸倒引当金 △32,478 △33,104

投資その他の資産計 1,372,008 1,539,243

固定資産合計 3,823,909 3,994,960

資産合計 9,374,644 10,675,772
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 1,416,830 3,170,661

短期借入金 2,918,330 3,644,320

1年内返済予定の長期借入金 668,910 503,280

未払法人税等 4,200 25,858

未成工事受入金 1,072,794 72,820

賞与引当金 80,772 200,918

完成工事補償引当金 9,758 8,803

工事損失引当金 2,384 －

その他 554,624 304,044

流動負債合計 6,728,605 7,930,705

固定負債   

長期未払金 95,901 157,654

長期借入金 802,706 256,833

繰延税金負債 96 1,039

再評価に係る繰延税金負債 152,871 153,066

退職給付引当金 125,545 112,471

その他 61,903 51,200

固定負債合計 1,239,025 732,266

負債合計 7,967,630 8,662,971

純資産の部   

株主資本   

資本金 583,300 583,300

資本剰余金 731,204 731,204

利益剰余金 573,540 1,011,392

自己株式 △168 △168

株主資本合計 1,887,876 2,325,728

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △249,869 △73,740

土地再評価差額金 △239,590 △239,303

評価・換算差額等合計 △489,459 △313,043

少数株主持分 8,597 115

純資産合計 1,407,013 2,012,800

負債純資産合計 9,374,644 10,675,772
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年12月31日) 

売上高 6,316,021 5,748,122

売上原価 5,791,275 5,264,145

売上総利益 524,746 483,976

販売費及び一般管理費 894,033 874,583

営業損失（△） △369,286 △390,607

営業外収益   

受取利息 772 442

受取配当金 20,077 23,133

受取賃貸料 6,096 5,410

負ののれん償却額 1,874 1,874

その他 9,266 16,851

営業外収益合計 38,087 47,711

営業外費用   

支払利息 58,684 59,693

その他 10,383 15,686

営業外費用合計 69,068 75,380

経常損失（△） △400,267 △418,275

特別利益   

子会社株式売却益 － 9,084

貸倒引当金戻入額 4,098 4,393

受取補償金 2,228 －

その他 549 －

特別利益合計 6,877 13,477

特別損失   

固定資産売却損 87 42

固定資産除却損 126 191

投資有価証券評価損 11,250 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 6,037

減損損失 2,024 310

その他 45 －

特別損失合計 13,533 6,582

税金等調整前四半期純損失（△） △406,923 △411,379

法人税等 11,759 6,669

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △418,048

少数株主損失（△） △84 △3,455

四半期純損失（△） △418,598 △414,592
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △406,923 △411,379

減価償却費 62,267 63,328

減損損失 2,024 310

のれん償却額 1,253 1,253

貸倒引当金の増減額（△は減少） △4,043 △4,034

賞与引当金の増減額（△は減少） △138,460 △120,145

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △37 955

工事損失引当金の増減額（△は減少） 324 2,384

退職給付引当金の増減額（△は減少） 55,090 13,073

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △176,660 －

受取利息及び受取配当金 △20,849 △23,575

支払利息 58,684 59,693

持分法による投資損益（△は益） 4,994 10,533

投資有価証券評価損益（△は益） 11,250 －

有形固定資産除却損 126 191

有形固定資産売却損益（△は益） 87 42

子会社株式売却損益（△は益） － △9,084

売上債権の増減額（△は増加） 1,940,289 2,913,226

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,078,929 △699,729

リース債権の増減額（△は増加） 3,304 3,545

未収入金の増減額（△は増加） 33,699 8,882

その他の流動資産の増減額（△は増加） △563,503 △418,345

仕入債務の増減額（△は減少） △1,037,746 △1,772,830

未成工事受入金の増減額（△は減少） 757,636 999,974

未払消費税等の増減額（△は減少） △38,553 △25,118

未払金の増減額（△は減少） 5,802 △896

未払費用の増減額（△は減少） 7,216 △13,885

前受金の増減額（△は減少） 2,191 2,921

その他の流動負債の増減額（△は減少） 295,381 283,353

長期未払金の増減額（△は減少） 157,654 △61,752

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 6,037

その他 △2,773 △4,826

小計 △69,202 804,103

利息及び配当金の受取額 21,105 24,512

利息の支払額 △56,350 △57,660

法人税等の支払額 △32,926 △25,979

営業活動によるキャッシュ・フロー △137,374 744,976
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年12月31日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △35,800 △28,000

定期預金の払戻による収入 45,804 30,000

投資有価証券の取得による支出 △5,745 △17,898

貸付けによる支出 △620 △1,210

貸付金の回収による収入 2,645 2,212

有形固定資産の取得による支出 △29,936 △28,516

有形固定資産の売却による収入 647 238

無形固定資産の取得による支出 △2,630 △280

子会社株式の売却による収入 － 21,009

保険積立金の解約による収入 9,459 －

その他 94 △8,416

投資活動によるキャッシュ・フロー △16,082 △30,860

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 17,513 △725,990

長期借入れによる収入 650,000 1,140,000

長期借入金の返済による支出 △572,715 △428,497

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △1,976 △2,813

配当金の支払額 △39,244 △23,546

少数株主への配当金の支払額 △12 △12

財務活動によるキャッシュ・フロー 53,563 △40,858

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △99,892 673,256

現金及び現金同等物の期首残高 1,164,789 895,718

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,064,897 1,568,974
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 該当事項はありません。  

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 （注）１．事業区分の方法 

日本標準産業分類及び連結損益計算書の売上集計区分を勘案して区分しております。 

２．各事業区分に属する主要な内容 

建設事業：事務所・庁舎、宿泊施設、店舗、娯楽施設、工場・発電所、倉庫・流通施設、住宅、教育・研

究・文化施設、医療・福祉施設、浄排水処理施設、治山・治水、上・下水道、土地造成、道路、

法面保護、造園植栽工事などの設計・施工及び請負、消火施設工事の設計・監理・施工並びに請

負・維持管理、鋼構造物の製造及び各種機械器具設置工事の請負 

環境事業：環境関係測定分析、作業環境測定、環境調査、燃料分析、水質分析、食品衛生検査、土質試験、

ビル管理、浄排水処理施設維持管理、電気・空調・給排水・衛生設備維持管理、産業廃棄物中間

処理、建築物及び附帯設備の関連機器販売 

不動産事業：住宅及び宅地の販売、不動産の仲介 

その他事業：警備、防犯・防災機器器具・介護用品機器の販売・レンタル、居宅介護支援・サービス、建築

機器の販売、造園緑地維持管理 

３．営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用の金額は、540,094千円であり、その主な

ものは、連結財務諸表提出会社の総務、経理等の本社部門に係る費用であります。 

４．「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計

期間より「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関す

る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を適用し、第１四半期連結会

計期間に着手した工事契約から、当第３四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認め

られる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積もりは原価比例法）を、その他の工事については

工事完成基準を適用しております。 

  この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の「建設事業」の売上高は

1,017,170千円増加し、営業損失は94,155千円減少しております。 

（所在地別セグメント情報）  

前第３四半期連結累計期間において本邦以外の国または地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がない

ため、該当事項はありません。 

  

（海外売上高）  

前第３四半期連結累計期間において海外売上高はないため該当事項はありません。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
建設事業 
（千円） 

環境事業 
（千円） 

不動産事
業 
（千円） 

その他事
業 
（千円） 

計 
（千円） 

消去又は
全社 
（千円） 

連結 
（千円） 

売上高    

(1)外部顧客に対する売

上高 
 5,039,293  614,331  154,984  507,412  6,316,021  －  6,316,021

(2)セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 728  35,007  －  43,318  79,054 (79,054)  －

計  5,040,021  649,338  154,984  550,730  6,395,075 (79,054)  6,316,021

営業損益  131,314  68,648  (22,403)  4,150  181,709 (550,996)  (369,286)
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（セグメント情報） 

  １．報告セグメントの概要  

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当社は、本社に事業本部を置き、各事業本部は、事業内容について国内の包括的な戦略を立案し、事業活

動を展開しております。 

したがって、当社は、事業内容を基礎としたセグメントから構成されており、「建築事業」、「土木緑地

事業」、「環境関連事業」及び「不動産事業」の４つを報告セグメントとしております。 

「建築事業」は、建築に関する事業の設計・施工を行っております。「土木緑地事業」は、土木緑地に関

する事業の設計・施工を行っております。「環境関連事業」は、環境関連に関する事業の設計・施工及び各

種環境関連測定分析、施設管理等の事業を行っております。「不動産事業」は、不動産の販売・仲介等の事

業を行っております。  

  ２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日） 

                                                                                    （単位：千円） 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、警備事業等を含んでおりま

す。  

 ３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）  

    当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日） 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。 

  

 ４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20

年３月21日）を適用しております。 

  

 該当事項はありません。   

  

報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 
建築事業 

土木緑地 
事業 

環境関連 
事業 

不動産事業 計 

売上高             

外部顧客への

売上高 
 2,987,386  1,379,913  804,838  70,196  5,242,335  505,786  5,748,122

セグメント間
の内部売上高
又は振替高 

 7,777  3,922  15,701  1,364  28,765  27,868  56,633

計  2,995,163  1,383,836  820,539  71,561  5,271,101  533,655  5,804,756

セグメント利益

又は損失（△） 
 △87,617  28,694  10,643  2,518  △45,761  1,717  △44,043

  （単位：千円）

利益 金額   

報告セグメント計  △44,043

セグメント間取引消去  1,997

全社費用（注）  △348,560

四半期連結損益計算書の営業利益又は 

営業損失（△） 
 △390,607

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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受注高、売上高及び繰越高の状況 

① 受注高（連結） 

  

② 売上高（連結） 

  

③ 繰越高（連結） 

  

４．補足情報

  

  

 区分 

平成22年3月期第３四半期 

連結累計期間 

 自 平成21年４月１日  

 至 平成21年12月31日  

平成23年3月期第３四半期

連結累計期間 

 自 平成22年４月１日  

 至 平成22年12月31日  

前年同期比 

前連結会計年度 

 自 平成21年４月１日 

 至 平成22年３月31日 

  （百万円） （百万円） （％） （百万円） 

 建築事業 ３，９６６ ３，７８８ ９５．５ ６，５８３ 

 土木緑地事業 ２，１７８ ２，１６５ ９９．４ ２，８９４ 

 環境関連事業 １，１８８ １，３１０ １１０．３ １，６０４ 

 不動産事業 １５４ ７０ ４５．３ １５６ 

 その他事業 ４９５ ５０５ １０２．１ ６８１ 

 合 計 ７，９８４ ７，８４０ ９８．２ １１，９２０ 

  

  

 区分 

平成22年3月期第３四半期 

連結累計期間 

 自 平成21年４月１日  

 至 平成21年12月31日  

平成23年3月期第３四半期

連結累計期間 

 自 平成22年４月１日  

 至 平成22年12月31日  

前年同期比 

前連結会計年度 

 自 平成21年４月１日 

 至 平成22年３月31日 

  （百万円） （百万円） （％） （百万円） 

 建築事業 ３，３３１ ２，９８７ ８９．７ ５，７５７ 

 土木緑地事業 １，３５１ １，３７９ １０２．１ ３，５８７ 

 環境関連事業 ９８２ ８０４ ８１．９ １，８７５ 

 不動産事業 １５４ ７０ ４５．３ １５６ 

 その他事業 ４９５ ５０５ １０２．１ ６８１ 

 合 計 ６，３１６ ５，７４８ ９１．０ １２，０５８ 

  

  

 区分 

平成22年3月期第３四半期 

連結累計期間 

 自 平成21年４月１日  

 至 平成21年12月31日  

平成23年3月期第３四半期

連結累計期間 

 自 平成22年４月１日  

 至 平成22年12月31日  

前年同期比 

前連結会計年度 

 自 平成21年４月１日 

 至 平成22年３月31日 

  （百万円） （百万円） （％） （百万円） 

 建築事業 ２，２８９ ３，２８１ １４３．３ ２，４８０ 

 土木緑地事業 ２，２１３ １，４７８ ６６．８ ６９２ 

 環境関連事業 ６５９ ６８８ １０４．３ １８２ 

 不動産事業 － － － － 

 その他事業 － － － － 

 合 計 ５，１６２ ５，４４８ １０５．５ ３，３５６ 
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